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ロシア最初の印刷新聞「ヴエ{ドモスチ」
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1. ロシアにおける新聞の起源

2. 1ヴヱート、モスチJの発 FIJ

:~. 11ゾェードモスチjの特徴

4. ピ，1ートルの改革と[ヴヱードモスチ」

1. ロシアにおける新聞の起源

新聞は，現代においては「社会の種々のニュースを定期的に速報する出版物」と定義す

ることができるが， この定義は新聞の歴史の原初的な段階には必ずしもあてはまらなかっ
ベリオデイカル

た。新聞がマス・コミュニケーションの主要な手段となる以前には，それは「定期的Jに
';/-リ 71レ

ではなく， r逐次的」に発行された場合が多く， また「出版」の代りに手書きで流布した
こともあったからである。さらに新聞の内容や発行の目的も，各国の事情により，あるい

は発行者や読者が支配層であるか，市民階級であるかによってかなりの違いがみられた。

ロシアについてみれば， 新聞の萌芽はすでに 17世紀初頭にあったというのが定説であ

る1)。 とはいっても，それはそスグワ国家が諸外国に派遣した使節や外交代表を通じて収

集した情報を， 使節局(口OCO品CK凶 npHKa3. 外務省の t~íî身)が支配階層のために編集し

たものであった。すでにロマノフ主.朝最初のツアーリ，ミハイル・ブヨードロヴィチ (MH-

XaHJIφe且opoBlfl:l， 1613-1645) 治iltの初期の七;f{から外国に派遣されるロシア使節は，任地

での見聞のほかその土地で発行されている新聞その他の出版物から，参考となる情報を妓

悲して報告することを義務づけられていた。ヨーロッパの辺境にあって，それまで諸外国

の事情にうとかったモスクワの支配層にとって， このような情報は単なる興味にとどまら

ず不可欠のものであり，それなくしては外交上大きな不利益を招きかねなかったからであ

る。たとえば当時のロシアでは西欧の君主の名前さえも不確かなため，使節の信任状の宛

名がずっと以前に死亡していた君主の名前になっていたことも稀でなかったという 230 そ

のため 1621年以後使節局では各地から送られてくる外国の情報を選択し 或いは外国新

聞を翻訳してツアーリに提出するようになったが，それはいくつかの点でわが国の鎖国時

代に幕府がオランダ商館長に提出させた「オランダ風説書」と似たところがないでもな

L 、330 ただロシアの場合は， 日本とは逆にIJ可欧とのかかわり合いを深めるためにド!らの努

1) 3Hll.HKJlOrre江HQeCKI益 CJlOBapb5poKray3a-EφpOHa. c.-neTep6ypr. TOM VII些(1892)，CTp. 802 ; 
口.H. 5epKoB，日CTOpH兄 pyCCKO負球ypHaJlHcTHKHXVlII. Moc. H刀Hr.，1952. CTp. 24. 
2) 3Hll.HKJlOrre.ll.HQecKIH CJlOBapb 5poKray3a-E中pOHa.T. XVII (1896)， CTp. 62. 
3) いわゆる「オランダ風説書」は幕府が諸外国の事情を矢I1る情報源になったものでらり，それが「ク

{ラントゥイ」とほぼ同じ時代の 1644年に始められたことは興味深L、。なお「風説苫」は 1856年

までのすべて(約 250辿〉が翻刻され， -.jj 1クーフントゥイJも IBecTH-KypaHTbIJ の汗名で
現在まで 4巻(1600-Hi50午〉が rlJf iされてレる。
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ロシア最初jの印刷新聞「ヴェードモスチ」

図版 1 1672年の "KypaHTbI"

力でこのような情報を収集したのであるO

それはもちろん手書きのもので，幾枚かの紙をつなぎ合わせた巻紙様のものであったら

しいが，その後「クーラントゥイ (KypaHTbI)j4)という通称でよばれるようになった(図版

1)0 rクーラントゥイJの内容は最初から外国新聞の抜華記事の練訳が中心であり， この
ためにやがて 1631年頃から西欧の印刷新聞が継続的に使節局に受入れられるようになっ

た。西欧とくにドイツやオランダでは，すでに 17世紀初頭から印刷新聞が刊行され始め，

その中には内外の政治的社会的事件に関する記事があり，人物や諸事件に関する情報もロ

シアの外交にとって重要な参考資料となりえたからであるo これらの外国新聞の中にはそ

の頃ハンブルグで刊行され始めたばかりの rOrdentlichePost-Zeitungj や rParticular-

Post-Hamburger-und Reichs-Zeitungjなども含まれていた。アレクセイ・ミハイロヴ

ィチ (AJIeKCeHMHXaHJIOBWr， 1645-1676) の治世期には使節局受入れの外国新聞は 20紙

以上に達していたとしづり。 外国新聞の入手は初期の頃は外国派遣の使節を通じて行われ

ていたようであるが， 1665年以降はそのためにわざわざ外国人と契約して外国郵便制度の

4) rク{ラントゥイ」というのはラテン訪の Currensから出た言葉で，英語の Currentと同じ意、味
である。この名称がロシアでHh、られるようになったのは，オランダの新聞の影響であると思われ
るoオランダでは 1623年アムステノレダムで政治，商業の情報をのせた刊AmsterdamscheCourant" 
が発行されて以来， 多くの主要都市で "Courant" が出されていた。 (3HUHK~Orre~HqeCKi泊 ω0・

Bapb EpoKray3a-E中pOHa.T. VII~ (1892)， CTp. 799; E. 11. ECHH， PyccKa兄瓦OpeBOJIlOUHOル
Ha兄 ra3eTa，1702-1917 rr. Moc.， 1971， CTp. 9)。なお「ク{ラントゥイJは "BeCTOBblerrHCbMa 
(報知書簡)"もしくはそ'BeCTH(撒矢u)"などとよばれることもあった。
5) 3HUHK~orre~H明CKÎH c~oBapb EpoKray3a-E中pOHa.T. XVII (1896)， CTp. 62. 
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確立がはかられた程であるの。 このいわゆる「グーラントゥイ」は時折中断されることも

あったが， 1701 年まで続けられた。

以上のように， 1-グーラントゥイ」はモスクワ国家の官庁が国家11的のために諸外国の

新聞を抜卒して編集したもので，それが今日でいう「新聞Jの名に値するものであるかど

うか疑問であり，主たどれ程の人の自にふれたかも明らかではなし、7)。 しかし機能的にみ

れば，それはたとえ外閃新聞の鱗訳であったにせよ，外国の最新の出来事を報知する目的

で編集されたものであり， ロシアにおける 「新聞」 の原型とみなしでもよいであろう O

「クーラントゥイ」と L、う通称も前述のように吟西欧の新聞名からとられたものであ〆〉たの

2. 1-ヴェードモスチ」の発刊

以上のように 17位紀中には， ロシアの支配層は主として「使節日」が西欧の印刷新聞

から抜葦献訳した情報によって外国のカレントな知識をえていたが，それはわが国の「オ

ランダ風説書」と同総限られた範囲の人々にしか伝わらなかった。いわゆる「クーラント

ゥイ」は折々にツアーリに提出されたものであり， しかも手書きであず〉たからである。そ

の意味で、 1702年 12月 16日ピョートル一世が発布した「グーラントゥイJの印刷jに関す

る勅令は， ロシアの新聞の歴史にとって記念すべきドキュメントであった。その勅令は次

のようなものであるo 1モスクワ及び周辺諸国の人民に， 軍事あるいは全ての事柄につい

て報知するために， クーラントゥイを印刷に付すべし。しかしてこのクーラントゥイを印
ヅリカース

KllIJするためにそれぞれの宵Ij二において現在L、かなることが起り，将来いかなる見通しがあ

るかを怠りなく僧院同 (MOHaC1も.IpCKi首 rrpHI¥:a3) に報告し， 僧院局はこれらの報告を印刷

所に送付すべし 19)0 この勅令はそれまでの手占きの「クーラントゥイ」と比べていくつか

の重要な改革を求めているO 第一は「クーラントゥイ」の↑訂版を広く民衆に周知させるこ

とを目的としていることであるO 第二にそのために印刷が採用されたこと，第三には「ク

ーラントゥイJがほとんど外国新聞の献訳にとどまったのに対し，これは各官庁に情報の

提供を求めて国内の記*をも対象にしたこどである。それは， まさしく本来の意味におけ

る「新聞」の刊行を意凶Ltこものであった。

このようにして専制君主ピョートルの怠志はj((ちに実現され， 勅令から 18日後の 1703

年 1月2日にはモスクワでロシア最初の印刷新聞「ヴェードモスチ」の第 1号が発行され

たl030

6) 1665 年に IJI:j欧からロシアへの定期的な郵便送付• i:( 111';仇ったのは， オラング人ファン・スゲエデン

(Jan van Sveden)であった。その結果モスクワ駐u:のスウェ{デン使節キノレブ/レゲノレ (Ki1 burger) 

によれば， 1674年頃にはオランダ，ハンブノレグ，ケ{ニヒスブノレクその他の印刷新聞がスウェ{デ

ンと[iiJ慌に週 1[11]づっ確'xにモスクワに )111けられていたと L、う。(口epBhI冗 pyccKi5I Bも.n.OMOCTH，
rreqaTaB凹 i兄C兄 Bも MOCKBもBも 1703ro.n.y. C口6.，1855. CTp. G) 

7)当時の写本の1jlには「クーラントゥイ」の内'秤が断片的にみられることから(口epBhI5I pyccKi5I 

Bも.lI.OMOCTH，CTp. 8，註 (5);ECHH， CTp. 9)， ，:;.;廷貴肢のrmでは「クーラントゥイ|のことはよく
士[}られていたものと思われる O

8)口epBhI冗 pyccKi5IBも江OMOCTH，CTp. 7，註 (4)参照。

9) ITOJIHOe co6paHHe 3aKOHOB POCCHt'ICKO誌HMrrepHH.CepH兄 1，TOM 4， M 1921， CTp. 201. C口6.，
1R30.にこの勅令の全支がある。

10) A.ボクロブスキーは， 1702年12n 27日に先行された「ノッテンブノレク要塞の包問中に起った!U
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ロシア最初の印刷新聞「ヴェードモスチ」

この「ヴェードモスチ」という名称は必ずしも固定したものではなく，号によって違い

があり，普通は“Bt.，nOMOCTH(報知)"あるいは“Bt.，nOMOTHIIpHCJIaHHhIe可pe3(もしく

は H3)'"'--'(.--....，から到来の報知)"と記された場合がもっとも多L、。また“Bも且OMOCTHMOC崎

KOBCKHe (モスクワ報知)"あるいは“Bも且OMOCTbMOCKOBCKaH (同)" も少くなし、。さら

には“Bも江OMOCTH0 MHTaBCKO首 oca且e (ミタワの包聞についての報知/1705年第34号)"

や“Bも且OMOCTH60戸llCKO政 oca且e (ボウシュ包囲についての報知/1705年第35号)"， 

“PeJlH凶冗(戦況報告)"などのような特別の名称をもっものもみられる。時には単に“日3

caHKTIIHTep6ypxa'門(サンクトベテ/レプルクより/1707年第23号)のように全く名称を欠く

ものもある。

図版 2 1703年の“Bも江OMOCTH"の表題紙(註11-12を参照〉

:2.""':+-.-/レ

;1(事の日々 のi記録，すなわち日誌J(H)pHa~ò H~H rro~eHHa兄 pocrrHCb ， 111‘o Bo MHMollle~lllyIO 
oca瓦yrro~ KPもrrOCTbIOHOTeHoypxoMo，可即日MOCb.CeHTSlopSl Cも 26-ro 可Hc~a Bo 1702 ro江y)
が， この勅令にもとづいて出された最初の印刷新聞であると考えている。 (Bも~OMOCTH BpeMeHH 
IleTpa Be~HKaro. II. CIlo.， 1906. A.日OKpOBCKH首， "Ko HCTOpiH ra3eTbI Bo POCCiH"， CTp. 
61)。 これはロシア軍がスウェ{デン軍の守備するノッテンプノレグ要塞 (のちのシュリセルプノレグ
要塞) を包閤し奪取した 9月26日から 10月14日までの毎日の記録である。 しかしそれは各官庁
に情報提供を求めた勅令とは関係がないので，むしろ印刷された最初の「戦史Jとみなすべきであ
ろう。

また近年においては， 1"グェ{ドモスチ」の;最初の号が 1702~ 12月17日即ちピョート/レの勅令
の翌日に刊行されたという説も出ている。(Il.H. EepKoB， HCTOpH冗 pyCCKO首ìKypHa~HcTHKH

XVIII BeKa. Moc.， 1952. CTp. 38-43; A. B. 3arraぇOB (pe~.)，日CTOpl問 pyCCKO泊ìKypHa~Hc­

THKH XVIII-XIX BeKOB. Moc.， 1963. CTp. 18) 
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駄月孝子・秋月俊幸

このことからみれば“Be且OMOCTlI"という名称は， この新聞の個有名詞というよりは，

普通名詞であったと考えることもできるO とはいえ， この新聞の年末の号にはその年の新

聞を合綴するための独立した表題紙が付加されたらしく，後述する復刻本 n703年刊のロ

シア最初のヴェードモスチ』および『ピョートル大;~?時代のヴヱードモスチ』の各年の始

めには次のような長い表題のつけられた場合があるI130即ちそれは「モスクワ国家とその
ヴエ戸ドモスチ

周辺諸国の知識および記録に値する軍事上その他の出来事に関する報知。キリスト暦17料

年の 1月から始まり同年 12月に終るJ12)J::いうものであぜ〉た(凶版 2)0これをもず〉てこの

新聞の正式の名称とみなすべきであろう円
オグタヴオ

「ヴェードモスチ」の創刊ιj.v土八折!阪で紙数は 4ページ (2柴)，各ページ 27行の小さな

パンフレットのようなものであった。活字は当時の印刷物に通例の教会スラヴ文字で印刷

され，発行部数は 1，000部であった。その内容は主としてロシア国内のニュースで，モスク

ワで鋳造された大砲のこと，モスクワにおける学校教育， ソカ河周辺での銅鉱石の探索，

ナルヴアにおけるロシア軍の作戦行動のニュースなどがそれぞれ 10行から 20行にわたり

記されている13)0 (図版 3)

この号の外国新聞の記事は，アムステルダムからのニュースが一つあるばかりで，それ

も白海におけるロシア軍の行動とアルハンゲリスクにおける要塞構築を伝えた記事であっ

た。これらの記事は全て始めにその'ii1f報が送られてきた場所が示され，次に日付けを記し

たものがあり， 今日の新聞の書き方と似ているO 例えば， “日3 HapBbI， OKT冗6p冗 BfI 14) 

且eHb" (ナルヴァ発， 10月 13日付) の如くである O ピョートノレがこの新聞にどのような

意義を与えていたかは，彼自身がこの第 1号を訂正した校正刷が残されていることによっ

ても明らかである1530 第 2号以後はロシアの国内記事よりは外国新聞の練訳が著しく多く
プリカ戸ス

なるが，そのことを A.ポグロフスキーは諸官庁の怠慢のせいにしている1630 しかし月に

J"-'5回も刊行された新聞に当時の各官庁が毎号情報を送り続けることは困難であったろ

うし，一方使節局が外国からの情報や外国新聞の翻訳をのせることは「クーラントゥイ」

時代からの継続的な事業として容易であり， さらにそのことはピョートノレ時代には益々必

11) 但し 111703 年の「ウε エ{ドモスチJ~ の日頭にのせられた単独の標題紙は， !京本に欠如しているの

で別の年の表題紙を加工Lて(1703J年のものに Lたようである(口epBbI兄 pyccKi兄Bも.llOMOCTH，... 

1703. C口6.，1855. CTp. 20)。なお E.11. Kaurrp)f{aK，日CTOpH兄 KHHrH. Moc.， 1964. CTp. 224 
も参照のこと。

12)原文は教会スラウJ文字であるが，現行のJE宇法でキリ -Jレ支'Y:にl立すと次のようになる。
引Be.llOMOCTH，0 BoeHHbIX H HHbIX .lleJIax .llOCTOHHblX 3HaHH先日 rraM匁TH，CJIy可HBllIHXC匁 B

MOCKOBCKOM rocY.llapCTBe， H BO HHbIX oKpecTHblx cTpanax. HaqaTbI B JIeTO OT xpHcTa 

柑州， OT renBap凡 a OKOHqeHbI .lleKa6peM cerO)f{e rO.lla." 桝械は教会スラヴ文字で西暦の年

けが示されている。このようなー表題紙が必ずしも毎年の最終サにつけられたかどうかはliJJらではな

L 、。 保刻本 "Bも.llOMOCTHBpeMeHH OeTpa BeJIHKaro. 1-11. C口6.，1903-1906.によれば，それの
ついているものは 1704，1705， 1707年である。

13) OepBbI兄 pyccKi冗 Bも.llOMOTH，CTp. 18. 

14) ここでは数字は教会スラヴ文字によって表わされ， ftは 13を示す。
15) OepBbI冗 pyccKi冗 Bも江OMOCTH，CTp. 10; Bも.llOMOCTHBpeMeHH OeTpa BeJIHKaro. Bblrr. 1. Moc.， 
1903. CTp. ii. 

16) A.口OKpOBCKH員， CTp. 62. 
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ロシア最初の印刷新開「ヴェードモスチJ

図版 3 “Bも江OMOCTH"の創刊号
(二つの版のうちこの版では，アラピヤ数字が使用されている〕

要になったことであろう。ロシアの国内記事はその後も諸官庁から提出された情報よりは

各地からの個人の書簡や，戦況報告が主要な情報源となったようである。ある号に国内記

事と国外記事がのせられたときは，国内記事を先にし，国外記事の中でもパルト海地方や

ポーランドのニュースが常に西欧の記事より先にのせられた。

外国新聞からの抜華翻訳が「クーラントゥイ」時代からの継続であったことは，利用さ

れた外国新聞の種類からも明らかである。例えば A.ポクロフスキーは 1700年から 1704

年の期間に， iクーラントゥイ」および「ヴェードモスチJによって利用された外国新聞

の一覧表をあげている 1730 それによれば， 6種類の新聞はいす'れの期間にも共通したもの

である 18)0 iヴェードモスチJ に利用された外国新聞のうちもっとも多く情報源となった

のはドイツの新聞であった。そのことはドイツが地理的，政治的にロシアともっとも関係

が深かっただけでなく， ドイツでは西欧において最初に印刷新聞が発刊され， 18世紀初頭

には大都市の多くで新開が出されていたことによるものであろう。そのほかオランダ，フ

ランス， スウェーデン， イタリア， ポーランドなどの新聞も継続的に受入れられ， iヴェ

ードモスチJのために抜撃されていた。これらの記事により「ヴェードモスチ」の読者た

17) A.日OKpOBCKH負， CTp. 38. 1702年はいずれの新聞も編集されていないので空欄になっている。
18) Ordinari Post Zeitung; Relation aus dem Parnasso; CHambourger) Relation Courier; Die 

Europaische Relation; Nordischer乱1ercurius;Folglio Straordinario. 

日
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駄月孝子・秋月俊宇

ちはこれまでほとんど知ることのなかった西欧の政治事件や民衆の'1:.1ι 戦争や災害，気

候， J氏一L 産業などについて，不充分ながらも或る程度の知識をうることができたので、あ

る。ピョートルー til~ は外国新聞に日を通し， 自ら「ヴェードモスヂJにのせるべき μ'l~ に

鉛竿で印をつけたといわれている 19)。

外国新聞の布~i沢は「クーラントゥイ」の時代から行なわれて L 、たので，首aiiR官たちは多

くの用語， J也}fl{(YJ名称，特殊な表現をロシア語に翻訳する問題をすでに解決しており， ;;}( 

え;も ~[í時の民衆話に近く，かなりこなれていて分かりやすいといわれている20% とはいザ〉

ても外国の話I~を翻訳せずにそのまま使用した場合もあり，それらのうもにはやがて外米

諸として定者したものも少くなかったと思われる。外国新聞の抜草は選択の際にt
n1G肢がな

されたとはL、え，何らのこ1メントをつけることなく単なる都訳にとどめられていたO

Tiij述のように「ヴェードモスチ」は主として使節局で翻訳された外悶新聞の記一事のほか

に，僧院局印刷所に送られてくる各種の情報や北方戦役中の戦況報告 (peJI5IUIU1)から編集

されたが，それらの記事の収集が不定のため，発行も甚だ不定期であった。 1703年111には

39号が出されたものの，それ以後は年によってかなりの差があり，また 1けのページ数も

2~22 ページと不定であ，-)た。発行部数も Iii1事の内容の重要性により 50 ~ 4000部{と大き

な泣いがみられる 21)。

「ヴェードモスチ」は 17111fまではモスクワの僧院局印刷所で印刷されたが， このイドペ

テルブノレグにも印!lHIJ}誌が設立され， ここでも「ヴェードモスチ」の印刷が始められた。し

かし両者は必ずしも同ーの内容ではなく，異版といえるものであったmoいずれにせよこ

の新聞はピョートルの砧極的な I~.I与によ，)て刊行を続けた政府新聞であったが， ピョート

ノレ死後 2l'ド後の 17271r-~.こは制nÎ*1ffが干+"'j:アカデーミーに移され， 1 728 r，r 1 )j 2 11にはが[
たに“CaHKT・DeTep6yprcKHi51 Bも且OMOCTH" の:.1~ 1りが11¥された。 しかしモスクワで¥IJ:び

“MOCKOBCKie Bも，nOMOCTH"が発刊されるのは漸く 1756{f-4月26けのことであるの

3. rヴェードモスチ」の特徴

では次に「ヴェードモスチJの外的特徴ともいえる形態， 主il字， I司!反， 異版， 発行l司

数，部数などのことをいま少し詳しくのべるriijに， この新聞の残存状況および復刻本につ

いてふれておきたし、。

20世紀初頭には「ヴェードモスチ」 の完全な揃いが帝国公共閃再館(I-1MI1epaTOpCKa冗

Dy6JIHQHa冗 OH6JIioTeKa)即ち現在のシチヱドリン図書館 (oH6JIHOTeKaDy6JIHqHa兄 HM.M.

E. CaJITbIKOBa-lUe且pHHa) に， また不完全な揃L、がモスクワとペテノレブルグのいくつかの

官庁の図書館に保存されていたという 23)0 1:走者のうちとくにモスクワの宗務院印刷局の閃

19) E. K. Kaunp)l{aK， I1cTopH兄 KHHrH. Moc.， 1964. CTp. 226.; A. H. HeycTpoeB，日CTOpH'-Ie耐

CKoe p03bICKaHie 0 pyccKixb nOBpeMeHHblxb妊3λaHiHXも HC60pHHKaxも， 6H6JIiorpa中日'-IeCKH

H Bb XpOHOλorH可eCKoMも nop兄江Kも onHcaHHHXb 3a 1703-1802 rr. C06.， lR74. CTp. 1.; 

3H江HKλone)J.H可eCKI首 CJIOBapb5poKray3a-E中pOHa.T. VII竺(1892)，CTp. 610. 
20) OepBbI兄 pyccKi兄 Bも)J.OMOCTH，CTp. 19.; Bも)J.OMOCTHBpeMeHH OeTpa BeJIHKarO， 1， CTp. iii. 

21) A.日OKpOBCKH負， CTp. 77-78. 

22) TaM )l{e， CTp. 90. 

23) Bも)J.OMOCTHBpeMeHH OeTpa BeJIHKarO， 1， CTp. iv. 
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ロシア最初の印刷新聞[ヴェードモスチl

書館には多数の「ヴェードモスチJの校正刷さえ残されていた。

ピョートノレ一世|時代の風潮を反映する貴重な資料として， rヴェードモスチJの復刻が
“OepBhIH pycCKiH Bも且OMOCTs，rreQaTaBlI1iHCH B'h MOCKBも B'h170:1 ro，lJ.y" とL、う書名で

始めて刊行されたのは 1855年のことであった。 これはベテルブノレグの帝国公共図書館が

モスクワ大学創立 100年を記念して出版したもので，この新聞の第 1年日にあたる 1703年

刊行の39-'i}分な，文字の形や大きさはもとよりページや行にセるまで可能な限り正確に復

原Lたものである24〉o iこれは宗務院印刷同において 600部印刷されたが2ヶ月間で全部売

切れたとし、う 2:')。

「ヴェードモスチ」の全期間 (1703-1727) にわたって復刻が企てられたのは 20世紀初

頭のことで，それはそスクワの宗務院印刷局がピョートノレの件業をたたえるためにこの新

聞の創刊 200年を記念して刊行したものであった。 書名は“Bも，lJ.OMOCTsBpeMeHs Oe叩a

BeJIsKaro， B'h rraMHTh ，lJ.ByXCOTJItTi兄 rrepBOH:pyCCKO白ra3eThl" となっており， 1903年に

第 1巻(170~;-17(9) が， 1906 jドには第 2巻(1708-1719) がそれぞれ， B. OorOpeJIOBと

A. OOKpOBCKsj:'[の解!起を付して出された。しかしその第 3巻が刊行されたかどうかは明ら

かではなし、2630 これは原本に従って教会スラヴ文字と俗体文字を用いて復刻したものであ

るが， 1ページ 2!主主[jで組まれており， 活字の大きさや組方も必ずしも原本の忠実な復刻

ではなし、。では次に「ヴェードモスチ」の外的特徴に移ろう。

(i) 活字 1: I記の「ヴェードモスチJの復刻版をみて直ちに気付くのは， それがわれわ

れの見慣れたロシア文'[:の代りに，古めかしく しかもいろいろな符号を付‘した教会スラ

ヴ文字で'fiJAIlUされていることである(図版;けO このことはとくに初期の「ヴェードモス

チ」についていえることで， 1 70~)-1 709年までの分は全て教会スラグ文字によって印刷さ

れている O しかも原本ではこの文字にも外形の異なる 2つの字形，すなわちモスグワ風の

丈字とキエブ風の:文字があり， 後丹はかなり不tfj札、の活字で6リ分(170:3年 1月2日， 4 

月5fI， 4月 18H， 4月26H， 5) J 1 H， 6月27日)lか使用されなかったという 27)0 B. 

ポゴレーロフ (8.OorOpeJIOB) は「これらの教会スラヴ文字が小さくてしばしばすりへっ

ており， ときにはぞんぎいに印刷されているJことをピョートルの倹約性と外形よりは内

容を監視し，緊急性を要求Lt:こ彼の性格にうiIJしている2830

1710年の第 2すからは， われわれの見慣れたロシア文字 (俗体文字 fpa)K，lJ.aHCKO抗

lI1ps中T)による印刷lがあらわれ始めるが， 1714年まではなお教会スヲヴ文字が混っている。

後者の多くは戦況報告 (peJI刃日目的であるO 俗体丈字による印刷はロシアではすでに 1707

ir頃から抹用され， すでに幾n日かの本が出版されていたが， このような「ヴェードモス
チ」における俗体文字使用の遅れは. カツフソレジャク /J:史によれば「甘口、文字に慣れた人

34) nepBbI兄 pyccKi兄 Bも.lI.OMOCTH，CTp. 19. Iヴェードモスチj の 1703年分は 2つの異版の完全な揃
いが怖い|公共[当主館に残されていた 0

25) HeycTpoeB， CTp. 3. 北大スラブ研究センターは 198:1年にその 1聞を人 fLた。
26) これは Slavica-Reprint，N r. 38-39として 1970年に叫i11刻されたが， ~; 1-2巻のみである。

27) nepBbI兄 pyccKi冗 Bも.lI.OMOCTH，CTp. 15.本iltの巻頭には節 1縄文字としてキエフ風文字(1703年

lJJ2Fl)が，出 2耐火';-:としてモスクワ胤文字(1703jr: 12 n 29 1.0の見本が示されている O
28) Bも.lI.OMOCTHBpeMeHH neTpa BeJ1HKarO， 1， CTp. iy-y. 
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々にはキリール文字で、印刷された新聞の方が読み易いことが考慮されてのことであっ

たJ029)このようにして多くの人々に関心のありそうな重要なニュースがのせられた号は多

部数が発行されただけでなく，なお暫くは教会スラヴ文字で印刷されたのである。

(ii) 形態 次に「ヴェードモスチ」の外形についてみれば，その大きさは今日の新聞と
オFタヴオ

比べると非常に小さく， 全期間を通じて 8折版であった3030 これは当時 「ヴェードモス

チ」のもっとも大きな情報源となっていたドイツの新聞の影響を受けたものといわれてい

る31)。 しかも印刷部分周辺の余白は非常に少く， ベージ数は普通は 4~ 16ページであっ

た。 このような小冊子風の体裁はわが国で幕末期に木版で出版された「官版パタピア新

聞」や「中外新聞」などと似たところがあり， しかもそれらが外国新聞の鱗訳をのせてい

たことでも共通しているO

(iii) 刊行回数 刊行回数は年によって大きな変動があり，初期の頃は月に2'"'-'4回が多

かったが， 1708年以降は月 1'""2固となりとくに 1718年には僅か 1号しか出されていな

い。しかし翌年には再び 40号が出され， また 1720年には 70号のピーグに達している300

そのほかモスクワとベテルブノレグの異版や無番号の付録(戦況報告など)もあって，発行

は非常に不定期であったといえるO

(iv) 発行部数 「ヴェードモスチ」の発行部数も報道される記事の重要性によってかな

りの変動があり， ある場合には僅か 30部しか印刷されなかったかと思うと， 他の場合に

は 4000部に増加したことがあった3330概して最初のころは部数が多く 1000'"'-'2000部印刷

されたが， 1705年以降になると数百部に減少したようであるO

当時としてはこのように多くの部数を印刷した「ヴェードモスチ」がどのように配布さ

れたかということは，大変興味のあることである O このことについて A.ポクロブスキー

は印刷局に残された資料にもとづいて 1708年以降数年分について発行部数と寄贈部数，

販売部数，残部，販売金額を調査した表をあげているO ピョートル一世は 1702年 12月に

「ヴェードモスチ」を印刷するにあたり. f曽院局の印刷所に対し， I寄贈ののち残ったヴ

ェードモスチは然るべき値段で民間に売却すべし」と命じていたのである3430 ポクロフス

29) Kaurrp:iKaK， l'IcTOplf兄KHHrH.CTp. 1920 ここでは「キリ ~ 1レ文字」 という言葉は現行のロシア

文字以前の II~- ぃ字体を指している。本稿でいう「教会スラグ文字」のことである。

30) OepBbI兄pyccKi兄Bも江OMOCTH，CTp. 14.; Bも江OMOCTlfBpeMeHlf OeTpa BeJIlfKarO， I， CTp. iv.そ

の大きさは Ka江口p:iKaKによれば 16x 10 cmである。当時は8折版にも大・巾・小があったが (E.

11. WaMypHH， CJIOBapb KHHrOBe，lpleCKHX TepMHHoB， MocKBa， 1958， CTp. 102)，それにしても
普通の 8折版よりは小さいようである。

31) A.口OKpOBCKH払 CTp.410 ポクロブスキーによれば当時ドイツの新聞の多くは8折!阪であり，フ
ランスは 4折版，オランダやイタリヤでは全紙であった。

32)各年の発行回数や各号のページ数は Bも)lOMOCTHBpeMeHH OeTpa BeJIHKarO， I-II による調宜
のほか， "OrrHcaHHe H3)laHHH HaIIe可aTaHHbIXKHpHJIJIHue札 1689-兄HB.1725 r.， Moc. H刀Hr.，

1958.， "OrrHcaHHe H3)laHJ拍 rpa:iK江aHCKO訪日e可aTH，1708ー兄HBapb1725 r.， M. H凡， 1955"及び

O. neKapcKiH， HayKa H JIHTepaTypa B'b POCciH rrpH OeTp色BeJIHKOMも・ TOM11. C06.， 1862. 
CRepublishd 1972 by Oriental Research Partners)によって生日ることができる。

33) A.ポクロフスキーによれば， 1703年の第 10号 (3月 22日)の校正刷(印刷局図書館所蔵)の末

尾には赤インクで「このヴェードモスチは 4，000部印刷される」 と記入されている (Bも江OMOCTH

BpeMeHH OeTpa BeJIHKarO， 11， CTp. 77)。
34) A. nOKpOBCKlfH， CTp. 61. 
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ロシア最初の印刷新聞「ヴェードモスチJ

キーが調査した 1709年分の;去は次の通りである3530

1709年 No. |発行部数 部|値 段

1 600 263 3~32 50 1ジェニガ
'】〉 :"352 65 2::39 つ

600 177 436 内() つ

4 :lOO 174 222 

5 500 155 364 5 2(?) 

400 176 2')') 1 

7 2日o 16:3 101 :30 a】p 

民 150 168 23 55 

500 278 ~318 1 

10 300 147 149 28 ‘2 

11 2500 637 1328 566 2 

2500 275 13Hi 911 G 

各号のそれぞれの数字を加えると示された発行部数をこえてしまうが，それは実際の発

行部数を示すものであろう。ともかくもこの表によって「ヴェードモスチ」の発行部数と

配布の状況をある程度うかがL、知ることができるが， 1711年には寄贈部数は著-しく少くな

り，代りに残部が明加Lている。し、ずれにせよ，この新聞を読む機会があったのは教養の

ある貴脹附級もしくは商人階級であったと思われるが， 子i号きの「クーラントゥイJの情

報さえある程度は貴族問に流布していたことを考えると，印刷新聞「ヴェードモスチJの

内容は想像以とに広く世間に知られた可能性がある。

(v) 異版 前にも記したように 1703年の「ヴェード、モスチJについては2種類、の異版

の完全な揃いが帝国公共図書館に残されており，これらにもとづいて1í170:~ 年のヴェード

モスチ』が復刻された。この場合の奥版というのは，数字を教会スラブ文字であらわした

版とアラビア数字を使用した版の2種であったことが，復刻版の末尾にのせられた両版の

差異を示した一覧表から会uられる3630 すでに 1702年 12)-J 27日に刊行された「ノッテン
ユルナール

ブーノレク要;;:~の包閥中に起った出来事の日誌J t.教会スラヴ文字による数字とアラビプ数
字を月h、た 2紐類の版がそれぞれ500部づっ印刷されており37)そのことは「ヴェードモ

スチJの場合も同様であったと思われる3630 ただこのような数字の表示の違いによる具版

が何時まで続いたかは復刻版からは知ることができなし、。 とはいえ 1705年の第6号から

は，本文11Iの数字は教会スラヴ文字のままで. -1'r~子の/f( J己に示された発行の年と月 H は全

てアラピア数字となっており， また 1710irの第2号からは俗体文字による「ヴェードモ
スチJが始まるので，1tくともその頃までにはこの稀の見版はなくなったと思われる。

35) TaM )Ke， CTp. 80. 

36) "nepBbI兄 pyccKi51 Bも瓜OMOCTH" の末尾に 4 ベ{ジの対l((~去あり O

37) OI1HCaHHe H3.ll.aHl拍 Hane可aTaHHbIXKHpHJIJIHueii:， 1689-51HB. 1725 r.， CTp. 80. 
38)引I1CTOpH冗 KHHrH" の著者カップノレジャク女史は， ロシアの本の Jl~ でアラピア数7てをJiH 、たのは

1703 ~I'- Jll に刊行された λ. マグニツキーの「代数学J (ApHφMeTHKa) が最初であるとのベてレる

が (Kaunp)KaK，I1CTOpH兄 KHHrH， CTp. 224)，これは誤りである。

一{均一



私月孝子・秋月俊幸

もう一つの異版は「ヴェードモスチ」をモスクワとベテノレブルクの印刷所で印刷したこ

とからくる内容上の異版である 0 1711年ピョートノレ一世はベテルブ、ノレグにも印刷所を設立

することを命じ，モスクワから設備の一部や印刷工を移転させた3930 それとともにこの都

市でも「ヴェードモスチ」の印刷が開始された4030 その最初の号は同年の5月 11日にあ

らわれたが， これはモスクワで5月4日に発行された第 6けの呉版で，内容は後者の再録
V9ヤーツイヤ

のほかに， r戦況報告」が補足されているO この年発行された 15号の「ヴェードモスチJ
のうちベテノレプルグでは第6， 9， 11， 14号の異版が無番りで出され， その中にはJ'il.なる

モスクワ版のひき写しにすぎないものもあった4130 しかし 1711年ころからは，主客が転

倒し始めてベテルプルク版が先行するようになったが，その内容は全く異った場合もあり，

また一方で、印刷された号が他方で印刷されなかったこともあった。しかしいずれにせよそ

の後はベテノレプルク版が優位をしめ， 紙名もかつての“Bも，llOMOC'I'H MOCKoBcKie" が蔭を

ひそめて“CaHK'I'brre'I'ep6ypxbBも，llOMOC'I'H" と記される号が多くなったのである的。

(vi) 挿絵 「ヴヰードモスチ」には僅かながら銅版によるカットや挿絵の描かれたもの

がある。初期のころは，ページの余白を埋めるために花柄や山平模様のカットが描かれた

が，のちにはベトロパブロフスク要塞やベテノレブ、ルクの風示(凶版4)，ロシアとスウェー

デン艦隊の海戦などの銅版画をのせた号があらわれた。ピョートルー肢がオランダから招

聴ーした銅版術師スホネベッグ (A.CxoHe6eK) の指導で， 1700年以降はモスクワでも各種

の地図や戦争画が銅版で印刷され始めていたのである43h

図版 4 ベテノレプノレグの銅版岡 (1716年9月3日の“Bも江OMOCTH"に掲載)

39) Kau.rrp)KaK， I1CTOpll冗 KHHrH， CTp. 233. 
40) U703 年の Bも，lJ.OMOCTH~ の解説す;はこれを「故初のベテノレブノレグ撒矢uJ とよんでいる。 cnepBbI兄
pyCCKI冗 Bも，lJ.OMOCTH，CTp. 21) 

41) A.日OKpOBCKH札 CTp.90. 

42)前にも記したように， 1ヴェードモスチ」はこの新聞の偶有名詞とは考えられず，紙名は不定であ
った。

43) Kaurrp)KaK，日CTopmIKHlIrH，町p.229-230. 
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4. ピョートルの改革と「ヴェードモスチJ

ピョートル一世の治世期は， 古いロシア社会の中に西欧の制度， 科学技術， 産業が急

速に導入されたいわば近代化の時代であった。それはピョートノレが幼少の頃にしばしば通
ネメッカヤ・スログオダー

ったといわれる「外国人府間地Jで植えつけられた西欧の科学・技術に対する異常な関心

が， トノレコおよびスウェーデンとの戦争の過程でロシアの宙開強兵のために大いに役立つ

ことになり，専制的ツアーリズムの土壌で宮支の強烈!な{向性が最大限に発揮されたことによ

るものであった。彼の実際の治世の期間は 20:1rにわたる「北方戦役J に終始したので，
近代化はまず兵制改革や造船古兵工業などの軍Wf ，l，占 ~t:rl~から始められ，次いでそのl-L~礎

となる鉱山開発，冶金工業に大きな努力が払われた。さらに市同のために各種の産業を興

し，そのために多数の外国人産業家や技術者が招特された。とくに 1697-1698年にピョー

トル一世自らも参加した250人にのぼる西欧歴訪の大使節団は， ロシアの貴族や官吏の子

弟に西欧の文明を学ばせ，多数の外国人技術者を雇傭する機会を与えたことでロシアの近

代化に:おける阿則的な企てとなった。

ピョートノレによって始められたこのような近代化は. ~ìí. に平手rや lヰ(~の分野にとどまら

ず，行政改革や教育，改暦，風俗的なiHjにまで及んだ。そこには古いロシアに対する文明

開化の意図がみられ，官 ~1強兵のための西欧の文物導入という現象において，わが国の幕

末から明治初年にみられた近代化の過程と酷似している。西欧文化の精神的基盤が軽視さ

れたことも同様である。明治九年(1870)開拓次官黒田清隆は樺太万策をのベた二つの|二

申書の中で，わが国の国力充実の方策をはかるために，天皇臼らが大臣たちゃ多数の留学

生を具率して列強;m悶に遊学することを提案した。そこには 150年前にロシアを強大な国

家に導いたピョートル~Utの先例が明確にのべられている4430 ビョートノレの事績はわが国

でもすでに 18世紀末から知られていたのである45)。岩倉使節団の実現はこの怠味でピョ

ートルの使節団と軌をーにするものであった4の。しかし両|司の近代化はこのような類似に

も拘らず，一方が何性的な専制君主によりて遂行されたのに対し.他方は集団指導的な落

閥政府により主導されたこ/とにおいて著しい対照をなしている O ロシアの場合は多くの改

革が開明的な専制君主であったピョートノレn身の充実ーで， しかも彼自身の参加によって行
われたことが少くなかったのであるO そのことは「ヴェードモスチJの発刊についても同

様であった。

ただここで、指摘しておかねばならなL、のは， ピョートルの改革が I討いロシアの)民しt:に同

欧文明を突然に持ち込んだわけではない4 とである 47)。すでに 171l1:紀初頭から西欧との

44)県出荷|年「履歴占案JC凶;z:凶会図JJ館憲政資料室 f;巳III家文.!Uのうち)。
45) わが凶のうC献でピョートノレ-jl:l:について最初に触れたのは， Ti桂子ll))の r 赤蝦~)i!i1，説 JU 十巻(天

rVl ;e年/1781)である。その後寛政から文化年間にかけてあらわされた『科同盟関志J]， W魯両亜同
志世紀J].rr将州市1本紀J].[帝爵魯凶i担凶誌Jなどにもピョ日トノレの'lf棋がのべられている O しかし
，f，I，¥ Hl t古|年のピ五一トノレ・111:についての矢口調は，話i沢諭古の『凶洋ード情Jによるものであったろう。

46)このこつの使節団はいずれも条約交渉に失敗したにもいJらず. Illi欧諸Li<1の支l!Jlを組織的に導入する

きっかけとなったことでも興味深い。

47)鳥山成人「ロシア常国の成立と発展J，p. 222 C岩r1lJ徹嗣『ロシア史.llC新版)東京， 1979所以); 
丸山成人「ピョートノレ伝とピョートノレ改革J，p. 7 CfえうゐJ12 ~J. 1983年10月〕
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交渉の過程で，あるいは隣国ポーランドを通じて西欧文化は徐々にロシアに渉透しつつあ

り，多数の西欧人も早くから軍人，工匠，職人，家庭教師その他の専門家としてロシアに

定住Lていた。幼いピョートノレの周辺にも西欧風の好みをもっ政治家がおり， さらに彼の

好奇心を満足させた外国人たちの居性医さえ存在したのであった。とはいえこのような西

欧的， ヲテン的な風物が流入することに対して.伝統的なロシアネ1:会はますます保守的に

これに反応した。そのも"-)ども大きな勢力は第:)のローマの正統をIJi任L，反ラテン主義

に徹Lていたロシア正教会であった。そLてこれはロシアの風土と常着してロシア人の精

神的な胎盤となっていたのである。

「ヴェードモスチ」が刊行され始めたころの一般的なロシア人の商欧観について， A.ポ

クロフスキーは次のようにのべている。「当時ばかりで、なく， それからかなりの後になっ

てもロシアでは西欧のことは余りに僅かしか知られていなかった。ロシア人にとって西欧

は普通何か恐しいものであるかのように思われていた。 18世紀の始めにおいてはもっとも

教育のあるロシア人の間にさえ西欧のことをすこぶる疑わしい限でみていた人々がし、た。

カトリック教徒を正教徒の敵であり，あたかも悪魔の一族であるかのようにみなす古い観

念が， ロシア人を西欧世界から遠ざけていたのであるJ48)0このような時にあたりピョート

ノレ一世が意凶した西欧の文物の積極的な導入による改革は，その信奉者と敵対者の問の激

烈な斗争を予想させるものであった。このような理由で A.ポクロフスキーは「ヴェード

モスチ」発行の目的の一つがロシア人に西欧生活の実際を知らせることにあったと考え，

1:記の文に続けて次のようにのべている。「刊ヴェードモスチ"は，人間の住んでいるとこ

ろではどこでもありふれた人間の生活が営まれており，西欧には恐ろしいことや異常な乙

とは何もないことを明確~こ示した。このような刊ヴェードモスチ"の思想は意識的にあるい

は無意識に表現されていたにせよ，非常に重要なことであった。かかる見地から H ヴェー

ドモスチ"をみれば，その内容の大部分が何故に西欧に関するものであったかが充分に理

f拝さhるであろう J49)。このように「ヴェードモスチ」 はタト国の新聞日己事の中から， ロシ

ア人に知らせたい西欧の政治 ~JH/I:や民1.'<の生活をピックアップ L て翻訳し紹介したのであ

る。それは夫I面的tこみれば.かつて使節局が西欧の新聞から記事を抜華麟訳してツアーリ

に提11:¥した「クーラントゥイ」と同様であるが，印刷配布され，販売さえされた「ヴェー

ドモスチJの場合には，西欧に|対する情報はlp.なる外交の参考資料とは異り啓蒙的な意味

をもっていたのであった。

しかしながら「ヴェードモスチ」の H的は西欧の理解にのみあったわけではなL、。 B.ホ

ゴレロフは， このことについて次のようにのべているo 1ピョートル大帝は白分の改革の

大きさと困難さを理解して，その促進のためにあらゆる可能な方策を求めた。最初の新聞

の創刊も彼の計画の実現に不可欠な強力な手段であったJ50)。彼によれば， ピョートルー LH~

は改革の大いなる成功のために， 自分の指埠理念を国民に周知させ，それとともにロシア

社会に西欧の生活を知らせ，その方向へ誘導することを必要と考えたというのである。そ

れ故に「ヴェードモスチ」は西欧関係の記事のほかに国内の改革についても， ピョートル

48) A.日OKpOBCKH札 CTp.93-94. 
49) TaM )Ke， CTp. 94. 
50) Bも江OMOCTHspeMeHH OeTpa Be~HKaro ， 1， CTp. iv. 
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ロシア最初の印刷新聞「ヴェードモスチJ

が創設した新編成のロシア軍や般隊の北方戦役における成功を喧伝しまたロシアにおけ

る商業の拡大，工場の建I没，有用鉱物の発見などの実績を誇らねばならなかった。このよ

うな国内の記事は， もちろん「クーラントゥイ」にはみられなかったものであるO その情

報源は各地からの報告や書簡であり，その中にはピョートルーiせ白身や彼の側近もしくは

高官たちの書簡を要約したものが多数含まれているのとくにピョートル一位は喜ばしい出

来事があったときは， しばLば多くの人々に手紙で知らせたので， Iヴェードモスチ」に

収録された彼の書簡はすこぶる多かった5130 これらの諮問は初期の頃は情報源を示さずに

利用されたが， 1708年以降にはピョートノレ一世の名前を明示して，その書簡の要約ではな

く， I抜華Jをのせたものがあらわれてくるの 1709年の第 11り (7月2日発行)および第

12号 (7月 15日発U)には，同年 6月 27日の有名なrドルタヴァ会戦の勝利についてピョ

ートル寸~:が皇太子に知らせた書簡がのせられている問。

以|二のようにピョートノレー1ftは， nらの改革を推進する F段として「ヴェードモスチJ
を創刊 L，自らの記事でその紙面を飾ったが， この新聞に対する彼の関与はそのことにと

どまらなかった。彼が自ら朱ベンをもって第 1サを校!としたことはすでにのべたところで

あるが，そのような例は他にいくつもみられるばかりでなく 53) 彼は使節局で翻訳すべき

外国新聞!の記事を選んで鉛筆で印をつけることさえしたのであった川。その意味でピョー

トノレー|止はこの新聞の事実一|二の監修者あるいは編集者の一人であったということができる

が，そのことは彼がこの新聞にいかに大きな意義を与えていたかの証左となるであろう。

「ヴェードモスチ」はまたロシアの出版史からみても画期的なもので， ピョートノレ一世

の改革の一端を示しているo モスクワにおけ』る図書の印A!ll]はすでに 16世紀後半から行わ

れ， 17世紀中を通じて少なからぬ図書が刊行されたが，そのほとんどは福日:書や祈街書，

儀式書などの教会関係の出版物であり， [it俗的な本は甚だ稀であった5り。しかもそれらは

いわゆる教会スラヴ丈字.日IJち今日のロシア文字とは具体の活字で印刷されていたのであ

るO

17世紀末になるとあらゆる分野の教科書や学術者に対する要望1が高まりてきたが，当時

はそのような本は西欧からもたらされたもので， ごく僅かの学者によって利用されたにす

ぎなかった。 ピョートルー|止は 1697年オランダを訪れた際に， U¥版業者たちにロシア誌

の書物を印刷JLてロシアに無税で輸出することを呼びかけ，そのがjI足テッシング(Janvan 

Tessing) やコピエフスキ (F.Kopiewski) の印刷所から Il!I:界史概観J(BBeλemIe KpaT-

51) A.ポクロアスキーは，ピョートノレ・1¥1:やアプラクシン伯爵 (φ.M. AnpaKcHH) のF紙がどのよ
うに史E約して「ウェードモスチ」にのせられたかにつL、て尖例をあげてL、る o (A. DOKpoBcKHII， 

CTp. 50-55) 

52) Bも)l.OMOCTHBpeMeHH DeTpa BeJIHKarO， II， CTp. 24-30. 

53) DepBbI兄 pycCKiSIBも江OMOCTH，CTp. 10; A. DOKpoBCKH員， CTp. 48-49 (ピョートノレー・ILトによる，lC
事の修正の 'h例を示す);A. b. 3ana)l.OB (pe)l..)， CTp. 20噂

54) HeycTpoeB， CTp. 1; A.日OKpOBCKH札 CTp.44; Kaunp)l{aK， l1CTOpH匁 KHHrH，CTp. 226. 
55)モスクワマ印刷された故初の非教会関係の本は， 1634年印刷局の工匠 φ.EYPUOB が編集，印刷

した「アズブカJ(A36YKa)であった。 2番目は 1647年にU¥された歩兵操練に関するドイツヨ?の間
訳である (Kaunp)KaK，l1CTOpHSI K聞rH， CTp. 215; L. Febvre， & H.-1. Matin， L'apparition 
c1u livre. Paris， 1971. p. 291.) 

56) Kaunp)l{aK， l1CTOpH兄 KHHrH， CTp. 229-230; DeKapcKHH， TOM 1， CTp. 1:ト16，TOM II， CTp. 12-14. 
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駄月孝子.，fj(月俊一:ギ

Koe BO BC5IKylO HCTOpHlO， 1699)， W羅露独辞典~ (J1aTlIHcKo刊 'CCKO・HeMelJ，KHHCJIOBapb) 

と『羅露蘭辞典~ (J1aTlIHcKo・pyCCKO・rOJIJIaH.l1.CKH註 CJIOBapb)， W ラテン文典~ (刀aTlIHCKa51

rpaMMaTHKa)， Wイソップ物語~ (口PH刊日 3ccorrOBbI) (以上 4点いずれも 1700年刊)， W航
海教科書~(KHHra y羽田a51MopcKoroロJIaBaHH民 1701) などが刊行され. ロシアに搬入さ

れ始めた5830

一方モスクワの印刷所でも 1694年と 1696午にLt，始めて初等読本が官廷，貴-族の子弟

たちのために印刷され， 1701年には学校用の教科書としてラテン話，ギリシャ話の入門書

が発行された。そ Lて 170:i年にはともに数学，および地形測量の分野の最初の教科書とみ

なされるレオンチー・マグニツキー(刀eo昨日首 Mar百HlJ，閥抗)の『アリスメティカ~ (A問中Me-

THKa) および航海学校用の『対数表~ (Ta6JIHlJ，a JIorop日中MOB'b)が刊行されたのである問。

それらはなお教会スラブ文字によっていたとはいえ， ピョートルの治世期に刊行された

~~OO 冊以上にのぼる非宗教書のはしりであった。 しかし 1703年 1月に印刷発行を始めた

「ヴェードモスチJはこれらに先立つものであり， ロシアの印刷史上に占める先駆的意義

は明らかであろう。『本の歴史』の著者カップルジャグ k史は， r当時本の製作と教育を手
141に収めていた教会人の考えでは，アラビア数字を用いることは異端であった」とのべ，

170:i年のマグニッキーの『アリスメテイカ』において始めてこの数字が使用されたどのべ

ているが，この点についても先にのべたように，実際には「ヴェードモスチJの二つの版

のうちその一つは最初からアラビア数字を使用していたのであるの

非宗教書が印刷されるにつれて必要となったのは，教会スラヴ文字を簡略化し，西欧の

ラテン文字に類似した活字を作ることであった。すでにアムステルダム版のロシア語刊本

の中でその傾向があらわれていたが58) 1707年にはポーランド人コピエフスキ (F.Kopi-

ewski) がアムステノレダムから印刷所の諸設備をもってモスクワに到来し その折に新し

し、俗体活字を持参したという O その結果モスクワでも新活字の鋳造が始まり， 1707年から

モスクワの印刷局で非宗教75が簡略化された俗体文字によって印刷され始めたのその後俗

休活字はいくつかの修正が加えられ， 1710年にはピョートル一世1'1身によって最終的な字

形が決定された59)(図版 5)。彼はこれまで使用されてきた教会スラヴ文字および俗体活字

の全ての字形を印刷した、活字見本を提出させたのち， 自ら教会スラヴ文字の全部とラテン

文字の特徴を有する n(H) と m(T) を抹消して俗体活字を確定し， 次のように指示した

のである。「これらのえ;字をもって去術的. 技術的書物を印刷すべし， Lかして抹消され
たる文字を上 II己の書物において用うべからずJ60)0 rヴェードモスチ」は 1710年2月 1日
発行の同年第 2号-からこの最終的に碓定された俗体活字によって印刷され始めたが，ミれ

はピョートノレのj!1i式に従った最初の出版物であったのかもしれなし、。前述のように「ヴェ

ードモスチ」にはなお 1714年までは， 時折は古いキリール文字によって印刷された「戦

57) KaurrpJKaK，日CTOpM匁 KHMrM，CTp. 224. 
58) TaM )Ke， CTp. 228に示されたアムステノレダム)臥の Iイソップ;対話，D (1700) のi町子U:.， ナとに俗
体文字とかなり近いものである。

59) A. r. WHuraJI， PerrepTyap pyccKoro THrrorpaφCKoro rpa浪江aHCKorowp日中TaXVIII BeKa. 
Moc.， 1981. (CTp.) x， (20). 

60) KaurrpJKaK，日CTOpM匁 KHMrM，CTp. 233. 
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ロシア最初の印刷新開「ヴヱードモスチJ

図版 5 1710年ピョートノレ一世が決定したロシア文字の活字

況報告Jがみられるけれども. この新聞が新しい俗体活字の普及に大きな影響があったこ

とは疑いないところである。

以上のように「ヴェードモスチ」は， ロシアにおける非宗教書印刷のなかでもっとも初

期の段階に胤Lていただけでなく，新活字の採用と普及にも大きな影響を有したのであっ

た。そのことは古代的な教会スヲヴ話に代るttt俗的な新しいロシア文章認の定着について
も同様ではなかったかと忠われる円1)。

The First Printed Russian Newspaper “Vedomosti" 

Takako & Toshiyuki AKIZUKl 

The origin of the newspaper in Russia can be traced back to the early 17th 

century. Since 1621 the Posol'skii prikaz (Foreign 0伍ce)began to submit to Czar 

(1) rグェ{ドモスチ」マ;'Jfll.、られたロシア諮の文体が古L、文献の教会スラブ語と著しく異っていると
とについて.8.ポゴレロブは次のように述べている。「そのことは内容の新しさによるばかりでな

く，この新聞な編集Lたのが僧侶ではなく使節目や印刷所のIH:俗人であったという事実によるもの
である O これらの l市;Jf怖によって mヴェードモスチ"は政治・文化史や文'芋・ 7TRR学史にとっても

大きな意義かもっているJ(Bも江OMOCTHBpeMeHH口eTpaBe.nHKaro， 1. CTp. iii) 
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Mikhai1 Fedorovich news items extracted and trans1ated from foreign newspapers. 

These news items， which were 1ater called “Kuranty (currents)" after Dutch news-

papers， soon became one of the main information sources on Western countries in 

Russia. In the latter half of the century more than 20 foreign newspapers (German， 

Dutch， French， Polish， Swedish， lta1ian and so on) were regu1arly imported to Russia 

in order to translate and compi1e articles for the “Kuranty". Though it included 

valuable information， the “Kuranty" in manuscript was known only to a small group 

()f the governing class. In some respects it is similar to the “Oranda Fusetsu・gaki"

(Information from Holland) which Dutch commercial captains， residing in Nagasaki 

during the pcriod of Japanese isolation， submitted annually to the Shogunate govern-

ment. 

On the 16th of December in 1702 Peter 1 ordered the Monastyrskii prikaz 

(Monastery officε) to print the various news items sent by the Foreign 0伍ceand 

other government 0伍cesin its printing house. Thus the五rstissue of “Vedomosti 

(News)" was pub1ished on the 2nd of January in 1703 as a small pamph1et of four 

pages in octavo. 1 t differed considerab1y from the preceeding“Kuranty" in the fact 

that it was ρrinted in order to inform the ρublic rather than the governing class of 

dome<;tic and foreign news. 

The “Vedomosti" was issued irregularly until it ceasεd publication in 1727 : sever-

a1 times a month in the early yιars and 1 or 2 times a month after 1708. In 1718 only 

one issue was published， but in 1720 the number of issues reached a peak of seventy. 

The number of copies of the “Vedomosti" also varied according to the importance of 

the news， ranging from 30 to 4， 000. G~nerally speaking， 1， OOO~2 ， 000 copies of each 

issue were printed in 1703 and 1704， but the number decreased to severa1 hundred 

after 1705. Issues containing “Reliatsiia" (reports on the battles with the Swedes) 

had large circulations and a considerahle numh灯。fpages. Each issue consisted of 

2~22 pages. 

By order of Peter 1， the “Vedomosti" was sold to the public. Judging from 

tab1es made by A. Pokrovskii from the original sources of the Printing office， less 

than half of the copies of each issue were presented as gifts and the remainder went 

on sale for a price of 1~6 den'ga. Therdore we may suppose that news contained 

in the “Vedomosti" became quite familiar amonεlearned people such as noblemen 

and merchants at least in two capitals. 

The reign of Peter 1 was characterized by a drastic modernization of Russia. Partly 

out of necessity and partly out of his own personal preference Peter 1， an enlightened 

despot， promoted the introduction of western systems， technology and industry into old 

Russia. At that time relatively litt1e was known about West-European countries in 

Russia， and anti-Western prejudice caused by ignorance was common even among 
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learned people. Therefore one of the purposes of publishing the “Vedornosti" was 

to acquaint the Russian people with the social situations in Western countries and 

to dirninish opposition to Peter's reforrns. This explains why news extracted frorn 

Western news-papers occupied the largest portion of the “Vedornos ti" . 

The “Vedornosti" had another supportive role for Peter's reforrns. Anticipating 

the di伍cultiesof realizing his ideas， Peter sought possible rneasures to lead his people 

down the road of reforrn. O:1e such rneasure was the“Vedornosti"， which Peter 1 used 

to inforrn the public of the success of the newly-organized RussIan army and fleet In 

the Northern War and to carry on active propaganda for the development uf comrnerct'， 

the building of factories， and the discovery of useful minerals， etc. Peter 1 hirnself took 

part in cornpiling the “Vedomosti"， selecting news from foreign newspapers， writing 

rnany letters to be printed in it， and even correcting the proofs. These facts shows 

that Peter 1 recognized the great value of the “Vedornosti" . 

The publication of the “Vedornosti" was also epoch-rnaking in the history of 

printing in Russia. It was not only the五rstprinted newspaper， but also one of the 

earliest non-church publications. Arabic nurnerals were used for the first tirne in 

one of two editions of the “Vedomosti". When Peter 0伍ciallydecided the type of 

Russian letters to be used in the printing of non-church publications in 1710， it was 

the “Vedomosti" that obeyed this decree at once， although some battle news was still 

printed in the old Church-Slavonic type until 1714. 1n addition the “Vedomosti" is 

said to have had a great influecce 0コ the popularizatio~l ()f new Russian written 

language. 

1t is concluded that the “Vedornosti" is a source which historians working on the 

first quarter of the eighteenth century should not overlook. 
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